
第１章 静岡県の計画と現況／施策の柱と現況
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１６ きまって支給する現金給与額

（男女格差：/男性を 100 とした場合）

きまって支給する現金給与額は、

男性を 100 とした場合、女性は

72.2％（2021 年度）と、年々格差

は縮小してきているものの、依然

として隔たりがあります。

（図 16）

１７ ひとり親の年間就職率

ひとり親の年間就職率は 28.4％

（2021 年度）と、前年より上昇し

ました。

（図 17）

16 きまって支給する現金給与額（男女格差：/男性を 100 とした場合）

(資料) 厚生労働省「賃金構造基本統計調査」

17 ひとり親の年間就職率

大柱２ 安全・安心に暮らせる社会の実現
２－１ 生活上様々な困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

指 標
現状値

（基準値）
目標値 実績値

きまって⽀給する現⾦給与額

（男⼥格差︓/男性を 100 とした場合）
2019 年度

69.8％
継続的に
格差縮小

2021 年度

72.2％

図 16

図 17

（資料）静岡労働局調べ
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１８ 社会参加している高齢者の割合

社会参加している高齢者の割合は

72.4％（2019 年度）と、前回調査

より増加しました。

（図 18）

１９ 自立し社会参加していると感じ

ている障害のある人の割合

自立し社会参加していると感じて

いる障害のある人の割合は 48.3％

（2020 年度）と、前回調査時から

減少しました。

（図 19）

２０ かめりあによる出張相談会・専

門家による相談会の開催回数

かめりあ（静岡県多文化共生総合

相談センター）による出張相談

会・専門家による相談会は、８回

（2021 年度）開催しました。

（図 20）

18 社会参加している高齢者の割合

19 自立し社会参加していると感じている障害のある人の割合

20 かめりあによる出張相談会・専門家による相談会の開催回数

（資料） 県多文化共生課調べ

図 18

（資料）「高齢者の生活と意識に関する調査」

（資料）「障害のある方の実態調査」

％

図 19

図 20
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２１ 精神的な暴力をＤＶとして認識

している人の割合（夫婦やパートナ

ー間で「他の異性と会話を許さな

い」という行為をされた場合に暴力

として認識している人の割合）

「他の異性と会話を許さない」と

いう行為をされた場合に暴力とし

て認識している人＊の割合は

79.3％でした。

（図 21）

＊「どんな場合でも暴力にあたると思う」と

「暴力にあたる場合も、そうでない場

合もあると思う」の合計

21 精神的な暴力をＤＶとして認識している人の割合

図 21

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

大柱２ 安全・安心に暮らせる社会の実現
２－２ ジェンダーに基づく暴力の根絶

指 標
現状値

（基準値）
目標値 実績値

精神的な暴⼒をＤＶとして認識してい
る人の割合（夫婦やパートナー間で「他の異性と会話を許さ

ない」という⾏為をされた場合に暴⼒として認識している人の割合）
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Ｄ Ｖ 一時保護件数（ 県）

Ｄ Ｖ 保護命令発令件数（ 静岡地裁）

身近に暴力を受けた人がいる

暴力を受けた人から相談されたことがある

暴力を受けたことがある
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テレビや新聞などで、問題になっていることを
知っている

経験したり見聞きしたことはない

その他

無回答

3.1 

6.5

5.1

26.8

70.5

9.9 

1.6

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

％

(4.0)

(8.5)

(4.7)

(27.0)

(75.0)

(7.0)

(1.2)

(0.8)

２２ 過去 1 年間にＤＶを受けたこと

がある人の割合

「暴力を受けたことがある」と答

えた人の割合は 3.1％と、前回調

査時から減少しました。

（図 22）

２２－① ＤＶ被害者の一時保護件

数及び保護命令発令件数

ＤＶ被害者の一時保護件数及び保

護命令発令件数は、35 件、26 件（と

もに 2021 年度）でした。

（図 22-①）

22 過去 1 年間に過去 1 年間にＤＶを受けたことがある人の割合

図 22

※（）内は 2019 年度調査の数値

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

22-① ＤＶ被害者の一時保護件数及び保護命令発令件数

図 22-①

(資料) 県こども家庭課調べ、最高裁判所事務総局民事局調べ
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２３ 過去 1 年間にセクシュアル･ハ

ラスメントを受けたことがある人の

割合

「セクシュアル・ハラスメントを

受けたことがある」と答えた人の

割合は、3.5％でした。

（図 23）

23-① 職場におけるセクシュアル・

ハラスメント相談件数の推移

セクシュアル・ハラスメント等の

相談件数は 156 件（2021 年度）と、

前年度より、やや増加しました。

（図 23-①）

23 過去 1 年間にセクシュアル･ハラスメント（セクハラ・性的嫌が

らせ）について経験したり見聞きしたことがあるか。

図 23

※（）内は 2019 年度調査の数値

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

23-① 職場におけるセクシュアル・ハラスメント相談件数の推移

図 23-①

（資料） 静岡労働局 雇用環境・均等室調べ
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２４ 県内の男女共同参画に関する

相談窓口におけるＤＶ相談の件数

県内の男女共同参画に関する相談

窓口におけるＤＶ相談の件数は

4,748 件（2021 年度）と、前年度

より減少しましたが、高止まりの

状況です。

（図 24）

２５ 市町におけるＤＶ防止ネットワ

ーク設置市町数

市町におけるＤＶ防止ネットワー

ク設置数は 33 市町（2021 年度）

と、横ばいの状況です。

（図 25）

２６ 市における女性相談員の配置

市数

市における女性相談員の設置数は

17 市（2021 年度）と、横ばいの状

況です。

（図 26）

24 県内の男女共同参画に関する相談窓口におけるＤＶ相談件数

図 24

(資料) 県男女共同参画課調べ

25 ＤＶ防止ネットワーク設置市町数

26 市における女性相談員の配置市数

(資料) 県こども家庭課調べ

＊ 件数は、県男女共同参画センターと県

女性相談センター及び県内市女性相

談窓口における、ＤＶに関する相談件

数の合計

（資料）県こども家庭課調べ

図 26

図 25
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２７ 「リプロダクティブ・ヘルス/ライ

ツ」という用語を知っている（「知って

いる」＋「聞いたことがある」）人の

割合

「知っている」＋「聞いたことが

ある」人の割合は全体が 16.7％で、

男性の方が知っている割合が高い

状況です。

（図 27）

27 「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」という用語を知っている人

の割合

図 27

(資料) 「静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査」（2021）

大柱２ 安全・安心に暮らせる社会の実現
２－３ リプロダクティブ・ヘルス/ライツ(性と生殖に関する健康と権利)の視点に

立った健康保持・増進
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（基準値）
目標値 実績値

「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」
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る」＋「聞いたことがある」）人の割合
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３０ 特定健診受診率

特定健診受診率は、56.4％(2020

年度）と、2020 年度は低下しまし

た。

（図 30）

３1 特定保健指導実施率

特定保健指導実施率は 26.0％

（2020 年度）と、前年度より上昇

しました。

（図 31）

３２ 成人の喫煙率（喫煙習慣のあ

る人の割合）

成人の喫煙率（喫煙習慣のある人

の割合）は、18.6％（2019 年）と、

前回調査より 1.5 ポイント減少し

ました。

（図 32）

30・31 特定健診受診率、特定保健指導実施率

図 30･31

(資料)厚生労働省調べ

32 成人の喫煙率（喫煙習慣のある人の割合）

(資料)厚生労働省「国民生活基礎調査」

図 32
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